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市
職
員
の
人
事
や
給
与
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

住民基本
台帳人口

（平成31年1月1日）
歳出額

Ａ
人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
29年度の
人件費率

41,804人 23,386,909 3,452,878 14.8％ 15.9％

（注）1.人件費には、特別職（議員・各種委員を含む）に支給さ
れる給料や報酬を含みます。

職員数
Ａ

給　与　費 一人当た
り給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉

手当 計　Ｂ

409人 1,524,416 280,839 603,430 2,408,685 5,889

（1）人件費の状況（平成30年度普通会計決算）単位：千円

（2）職員給与費の状況
（令和元年度普通会計予算） 単位：千円

（注）1.職員手当には、退職手当を含みません。
2.給与費は令和元年9月1日時点における額です。

区　分 篠　山　市 国

一　般
行政職

大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 153,000円 148,600円

技　能
労務職 高校卒 155,500円 　　　ー円

（4）職員の初任給（月額）の状況（平成31年4月1日現在）

７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

部長
次長

課長
副課長

課長
補佐 係長 主査 主事 主事

11人 37人 17人 89人 77人 23人 28人 282人

3.9％ 13.1％ 6.0％ 31.6％ 27.3％ 8.2％ 9.9％ 100.0％

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職

平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢 平均給料

月額
平均給与

月額 平均年齢

324,650円 380,076円 42.5歳 325,200円 355,790円 49.1歳

（3）職員の平均年齢、平均給料および給与月額の状況
（平成31年4月1日現在）

（注）1.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶
養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の
額を合計したものです。

（6）職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成31年4月1日現在）

（注）1.職制上の段階、職務の級によ
る加算措置があります。

2.人事評価の結果を勤勉手当に
反映しています。

区分 期末手当 勤勉手当

6月期 1.3月分 0.925月分

12月期 1.3月分 0.925月分

計 2.6月分 1.85月分

②退職手当（平成31年4月1日現在）

（注）1.退職手当の１人当たり平均支
給額は、前年度に退職した全
職種に係る職員に支給された
平均額です。

2.その他の加算措置として、早
期退職特例措置により、2 〜
45%の加算があります。

区分 自己都合 早期・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

一人当たり
平均支給額 −円 20,239千円

（注）1.管理職手当は、給与条例に基
づき10％削減しています。

③その他の手当（平成31年4月1日現在）
手当名 内容（月額）

扶
養
手
当

配偶者　　　   6,500円
子　　　　　 10,000円
父母など　　　6,500円
16 〜 22歳の特定期間の加算
　　　　　　　5,000円

住
居
手
当

家賃支払者
家賃額に応じて
最高27,000円まで

通
勤
手
当

（1）交通機関利用者
　  実費支給
     最高限度額55,000円

（2）交通用具利用者
　  距離に応じて
　  2,500円〜 31,600円

管
理
職
手
当

部長　　63,000円
次長　　45,000円
課長　　36,000円
副課長　31,500円

（11）職員の健康管理
健康診断の状況（平成30年度）

種　別 受診者数

定期健康診断 210人

人間ドック 245人

計 455人

公務災害の状況（平成30年度）
種　別 受診者数

公務災害 7人

通勤災害 1人

計 8人

（12）公平委員会の状況（平成30年度）
種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求状況 0

不利益処分に関する審査請求の状況 0

（9）職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分者数（平成30年度中）

（注）1.分限処分とは、職員が心身の故障などの事由でそ
の職責を十分に果たすことが期待できない場合な
どに、公務能率の維持・向上の観点からその職員
の意に反して行われる処分のことです。

降　任 免　職 休　職 降　給

0人 0人 6人 0人

（注）1.公営企業などの会計部門の「その他」は、国民健康保険・
農業共済・介護保険・後期高齢者医療の従事者です。

（8）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

　　  　　　　　　区分
部門 　 　　　　　　　

職員数 対前年
増減数平成30年 平成31年

一般行政部門

議　会 5 5 0

総　務 88 87 △1

税　務 18 19 1

農　林 26 27 1

労　働 0 0 0

商　工 6 7 1

土　木 22 22 0

民　生 58 60 2

衛　生 32 29 △3

小　計 255 256 1

特別行政部門

教　育 88 90 2

消　防 65 64 △1

小　計 153 154 1

公営企業などの
会計部門

病　院 9 9 0

水　道 16 16 0

下水道 4 5 1

その他 21 21 0

小　計 50 51 1

合　計 458 461 3

（7）特別職などの給与・報酬の状況（平成31年4月1日現在）

（注）1.市長の給料月額は、特例条例に基づき30％、期末手
当はさらに20%削減しています。

2.副市長および教育長の給料月額は、特例条例に基づ
き10％、期末手当も同様に10％削減しています。

3.市議会議員の期末手当は、特例条例に基づき10%削
減しています。

区　分 給料月額など

給
料

市　長 585,900円
副市長 599,400円
教育長 550,800円

報
酬

議　長 475,000円
副議長 385,000円
議　員 350,000円

期
末
手
当

市　長
副市長
教育長

市　長
　6月期 1.78月分　　12月期 1.78月分
　計 3.56月分
副市長・教育長
　6月期 2.225月分  12月期 2.225月分
   計 4.45月分

議　長
副議長
議　員

　6月期 2.125月分　12月期 2.275月分  
　計 4.4月分

主催
区分 内　容 受講人数

（延べ人数）

内部
研修

職場学習会（人権）、接遇研修、新
規採用職員研修、債権管理研修、
RESAS活用研修会、人事評価研修、
若手職員農業体験研修、人権講演会、
市民救命士講習、安全衛生セミナー、
自主研修など

1,580人

派遣
研修

兵庫県自治研修所、兵庫県市町振興
課、丹波公務能率推進協議会、全国
市町村国際文化研修所、篠山イノ
ベーターズスクール、地域リーダー
養成塾など

181人

（10）研修実績（平成30年度）

（注）1.全庁的な研修のみ記載しています。

②懲戒処分者数（平成30年度中）

（注）1.懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、
公務における秩序維持の観点から、その職員の道
義的責任を追及するために行う処分のことです。

戒　告 減　給 停　職 免　職

0人 0人 0人 0人

　人事や給与などの内容を広く知っていただくこと
で、人事行政の運営などの公正性、透明性の向上を
目指します。
　今後も、市民の皆さんの理解と信頼が得られ、公
正で効率的な市政が推進できるよう、取り組みます。
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丹
波
篠
山
市
功
労
者
表
彰

市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た

丹
波
篠
山
が
感
じ
ら
れ
る
景
観

第
９
回
丹
波
篠
山
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
が
決
定

自
治
功
労

▼
奥お

く

土ど

居い

帥す
い

心し
ん（
味
間
新
）・
木き

戸ど

貞さ
だ

一か
ず（
神
戸
市
）＝
市
議
会
議
員
と
し
て

▼
森も

り

口ぐ
ち

久ひ
さ
し（
八
上
上
）・津つ

田だ

信し
ん

也や（
立

町
）・
塚つ

か

本も
と

幸ゆ
き

隆た
か（
小
多
田
）・
波は

多だ

野の

元も
と

治は
る（
八
上
下
）・
大お

お

西に
し

利と
し

美み（
新

荘
）・
細ほ

そ

見み

彌や

壽す

博ひ
ろ（
小
野
奥
谷
）・

安や
す

井い

邦く
に

博ひ
ろ（
吹
新
）＝
自
治
会
長
と
し

て
▼
阪さ

か

下し
た

千ち

代よ

美み（
西
谷
）＝
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
と
し
て
▼

東ひ
が
し

田だ

ふ
じ
江え（
上
宿
）＝
人
権
擁
護
委

員
と
し
て

産
業
功
労

▼
近こ

ん

藤ど
う

勝か
つ

道み
ち（
下
板
井
）・
小こ

林ば
や
し

信の
ぶ

男お

（
和
田
）・
宇う

杉す
ぎ

弘ひ
ろ
む（
倉
本
）＝
農
業
振

興
地
域
整
備
促
進
等
協
議
会
委
員
と

し
て
▼
樋ひ

口ぐ
ち

清き
よ

一か
ず（
畑
市
）・
堀ほ

り

江え

溢い
つ

雄お（
小
立
）＝
環
境
審
議
会
委
員
と
し

て
▼
故
渡わ

た

邉な
べ

昇の
ぼ
る（
東
新
町
）=

菊
花

同
好
会
会
長
と
し
て
▼
西に

し

尾お

和か
ず

磨ま

（
呉
服
町
）＝
丹
波
篠
山
観
光
協
会
会

長
と
し
て
▼
市い

ち

野の

清き
よ

治は
る（
今
田
町
上

立
杭
）＝
丹
波
立
杭
陶
磁
器
協
同
組

合
理
事
長
と
し
て

　
丹
波
篠
山
市
で
は
、
丹
波
篠
山
の
魅
力

的
な
景
観
や
残
し
て
い
き
た
い
景
観
を
多

く
の
人
に
伝
え
る
た
め
、
丹
波
篠
山
景
観

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
９
回
目
と
な
る
今
年
度
は「
丹
波
篠
山

が
感
じ
ら
れ
る
景
観
」を
テ
ー
マ
に
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
１
０
０

点（
48
人
）の
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
、
次

の
と
お
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
12
月
14
日
に

丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
表
彰

し
ま
す（
敬
称
略
）。

表
彰
式

と
き　
12
月
14
日（
土
）13
時
30
分
～

場
所　
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
―

入
賞（
６
点
）

「
春
日
踊
り
奉
納
」

　
　
　
　
　
荒あ

ら

木き

孝た
か

允よ
し（
丹
波
市
）

「
丹
波
篠
山
ひ
な
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
車く

る
ま

谷た
に

淳あ
つ

郎お（
神
戸
市
）

「
新
緑
の
城
跡
」

　
　
　
　
　
酒さ

か

井い

八は
ち

朗ろ
う（
岩
崎
）

「
願
い
を
込
め
て
」

　
　
　
　
　
鈴す

ず

木き

紘ひ
ろ

子こ（
池
上
）

「
小
春
日
和
」

　
　
　
　
　
近ち

か

成な
り

恭き
ょ
う

司じ（
宮
田
）

「
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り
に
挑
戦
」

　
　
　
　
　
森も

り

口ぐ
ち

昌ま
さ

英ひ
で（
本
郷
）

福
祉
功
労

▼
畑は

た

鈴す
ず

枝え（
味
間
新
）・明あ

け

山や
ま

重し
げ

則の
り（
上

板
井
）・
橋は

し

本も
と

雅ま
さ

樹き（
加
西
市
）＝
介

護
認
定
審
査
会
委
員
と
し
て
▼
廣ひ

ろ

田た

実じ
つ

光こ
う（
味
間
南
）＝
保
護
司
と
し
て
▼

平ひ
ら

野の

芳よ
し

行ゆ
き（
坂
本
）＝
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
と
し
て
▼
市い

ち

村む
ら

英ひ
で

喜の
ぶ（
郡
家
）

＝
遺
族
会
会
長
と
し
て

教
育
功
労

岡お
か

坂さ
か

勝ま
さ
る（
神
戸
市
）＝
学
校
歯
科
医
と

し
て
▼
故
平ひ

ら

野の

善よ
し

信の
ぶ（
味
間
新
）＝
学

校
薬
剤
師
と
し
て
▼
き
た
っ
こ
守
り

隊
＝
早
朝
預
か
り
保
育
活
動

文
化
功
労

▼
波は

部べ

香か

代よ

子こ（
山
内
町
）＝
田
園
交

響
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会
委
員
と
し
て

寄
付
功
労

▼
藤ふ

じ

木き

千ち

皓あ
き（
小
中
）▼
内な

い

藤と
う

正ま
さ

啓ひ
ろ（
愛

知
県
豊
橋
市
）▼
中な

か

竹た
け

毬ま
り

子こ（
大
阪
府

摂
津
市
）▼
井い

関せ
き

道み
ち

夫お（
曽
地
奥
）▼
岩い

わ

橋は
し

敏と
し

子こ（
二
階
町
）▼
河か

ん

南な
ん

潔き
よ

彦ひ
こ（
東

吹
）▼
フ
ル
ヤ
工
業
株
式
会
社

新茶萌
も

える
岸
きし

本
もと

一
かず

弘
ひろ

（二階町）

「令和に託す夢舞台」
小
こ

谷
たに

芳
よし

樹
き

（西谷）

「朝日に輝く黒豆畑」
波
は

部
べ

正
ただ

司
し

（東新町）

「花影と城跡」
小
こ

石
いし

望
のぞ

美
み

（三田市）
「錦

きん

秋
しゅう

」
大
おお

戸
と

正
まさ

和
かず

（三田市）

　市政のさまざまな分野で功績のあった皆さんをたたえる「丹波篠山市功労者表彰式」を11月３日、丹南
健康福祉センターで行いました。受賞されたのは、自治・福祉などの分野から、次の皆さんです（敬称略）。

丹波篠山市景観
カレンダー2020を配布します
　丹波篠山の魅力的な景観を身近に感じていた
だくため、丹波篠山景観写真コンクールの入賞
作品を使用した卓上型の景観カレンダーを作製
しました。丹波篠山の美しい風景や四季の風物
詩がそろっています。日にち部分を切り取ると
絵はがきとしても使えます。
配布場所　丹波篠山市役所本庁２階地域計画課、
　　　　　各支所、丹波篠山市立中央図書館、
　　　　　丹波篠山市民センター
配布開始日　12月２日（月）
※12月14日の景観フォーラム参加者にも配布

します。
配布部数　500部（先着順で無くなり次第終了）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

創
造
農
村
ま
ち
づ
く
り
賞

令和元年度
丹波篠山市景観フォーラム

　丹波篠山市は、すばらしい景観を資産としてさ
らに保全・継承するため、景観まちづくりに取り
組んでいます。
　この景観フォーラムでは、人が集いにぎわう景
観まちづくりの視点と取り組み方法を学びます。
　講師としては、地方都市の公園を景観デザイン
によってにぎわいある空間に再生された福岡大学
教授の柴

しば

田
た

久
ひさし

さんをお招きします。
　多数の皆さんのご参加をお待ちしています。
と　き　12月14日（土）13時30分〜16時　開場13時
ところ　丹波篠山市民センター
基調講演　「景観まちづくりによる賑

にぎ

わいづくり」
講　師　柴田久さん（福岡大学教授）

ふるさとの貴重な動植物 
　明るい山地の林の中で木の下に生える冬緑性の小型シダ植物で、
年に１枚の葉を出します。葉は栄養葉と胞子葉に分かれ、胞子葉は
栄養葉よりはるかに長くなります。胞子葉は胞子を飛散させた後ま
もなく脱落し、残った栄養葉は冬に赤色を帯びます。オオハナワラ
ビとよく似ているので、葉が赤変する変種とみられていましたが、
胞子の形が違うので別の種となっています。種名は葉が赤色を帯び
ることでアカハナワラビと付けられました。

篠山自然の会　谷
た に

口
ぐ ち

次
つ ぎ

男
お

さんの協力

アカハナワラビ（ハナヤスリ科）兵庫県絶滅危惧種Aランク
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問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

応
募
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
11

月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
て
い
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
記
載
内
容
を
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
現
在
使
用
い
た

だ
い
て
い
る
被
保
険
者
証
は
、
12

月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
医

療
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
に
は
大
事
な
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
紛
失
・

破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

転
居
や
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
？

　

住
所
変
更
や
世
帯
主
の
変
更
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入・脱
退（
喪

失
）な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
資
格
取
得
の
事
由
が
発
生
し
た

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
、
病
気
や
ケ
ガ
の
際
に
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で

す
。
保
険
税
を
み
ん
な
で
納
め
る

こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

〇
高
額
な
医
療
を
受
け
る
際
に
医

療
機
関
へ
提
示
す
る
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
に
該
当

す
る
場
合
の
返
金
額
も
、
国
保
税

に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

〇
有
効
期
限
の
短
い「
短
期
被
保

険
者
証（
短
期
証
）」が
交
付
さ

れ
ま
す
。

〇
被
保
険
者
資
格
証
明
書（
国
民
健

康
保
険
の
資
格
が
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
）が
交
付
さ
れ
、
医

療
費
が
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
財
産
や
給
料
の
差
し
押
さ
え
な

ど
の
処
分
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
災
害
や
風
水
害
な
ど
、
政
令
で

定
め
ら
れ
た
特
別
な
事
情
で

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国

農
業
会
議
所
が
発
行
す
る
週

刊
の
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　

農
政
・
農
業
・
農
村
の
動

き
や
問
題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

▪
毎
週
金
曜
日
発
行　

▪
月
額
７
０
０
円　

▪
購
読
の
申
し
込
み
は

　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

農業者年金の特徴

　自ら積み立てた保険料とその運
用益により将来受け取れる年金額
が決まる「積立方式（確定拠出型）」
年金。
　加入者・受給者の数に左右され
にくい年金です。

　月額2万円から6万7千円までの間で千円単位の選択が
できます。経営状況や生涯設計に応じていつでも見直し
可能です。

　農業者老齢年金は、65歳から受給開始で生涯受け取れるだけでなく、希望
すれば60歳からの繰り上げ受給も選べます。
　仮に加入者・受給者が80歳未満で亡くなられた場合でも、80歳までに受け
取れるはずであった老齢年金額（現在価値相当額）が死亡一時金として遺族に支
給されます。

入 選　大
おお

坪
つぼ

凛
り

愛
あ

さん（大山小５年）
佳 作　山

やま

本
もと

奏
かな

太
た

さん（城東小６年）
　　 　中

なか

井
い

楓
ふう

花
か

さん（今田小５年）
　　 　板

いた

谷
や

啓
ひろ

杜
と

さん（今田小６年）
　　 　吉

よし

田
だ

　奏
かなで

さん（今田小６年）

入 選　木
き

村
むら

友
ゆう

星
せい

さん（篠山中２年）
佳 作　山

やま

口
ぐち

音
おと

哉
や

さん（篠山中１年）
　　 　寺

てら

元
もと

ひなたさん（丹南中２年）

　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節約
ができます。
　また、基金が運用して得られる運用益および、将来受け取る農業者年金（老
齢年金・特例付加年金）は公的年金等控除の対象のため、65歳以上の方であれ
ば公的年金などの合計額が120万円までは全額非課税です。

　39歳未満の認定農業者で青色申告をしている方や、その方と家族経営協定
を結んだ配偶者・後継者など、一定の条件を満たした方は保険料の国庫補助（月
額最高1万円）を受けられます。

少子高齢化にも強い年金

保険料の額が自由に決められる

終身年金で80歳までの保証付き

税制面で大きな優遇

保険料の国庫補助

加入要件
　60歳未満の国民年金の第1号
被保険者（保険料免除者を除く）
で、年間60日以上農業に従事し
ている方なら誰でも対象！
　農地の権利名義を持たない配
偶者や後継者などの家族農業従
事者も加入できます。

問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
２
‐
６
９
０
９

60
歳
未
満
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
６
月
か

ら
市
内
の
小
学
校
児
童
、
中
学
校
・

高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
46
作
品（
小
学

生
６
点
、
中
学
生
40
点
）の
応
募
の

中
か
ら
、小
学
生
の
部
で
特
選
１
点
、

入
選
１
点
、
佳
作
４
点
。
中
学
生
の

部
で
特
選
１
点
、
入
選
１
点
、
佳
作

２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
を
は
じ
め
、
応
募
さ
れ

た
全
作
品
の
展
示
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

明るい選挙ポスター
コンクール応募作品

展示会
と　き

12月６日（金）〜 18日（水）
ところ

丹波篠山市民センター
市民ギャラリー（１階）

第３回 丹波篠山市明るい選挙啓発ポスター作品募集 入賞者一覧

太た

治じ

稜り
ょ
う

人と

さ
ん

　
　
（
今
田
小
６
年
）

小お

澤ざ
わ

虹に

色し
き

さ
ん

　
　
（
篠
山
中
２
年
）

特選 特選

小学生の部 中学生の部

丹波篠山  Hyogo25 丹波篠山  2019.12 24

市政レーダー

街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

8 

▲

9

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

10 

▲

19

市
政

レ
ー
ダ
ー

20 

▲

25

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

27

は
ぐ
く
み

28 

▲

29

施
設
情
報
・

相
談

30 

▲

33

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

34 

▲

39

特
集

2 

▲

7


